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1 . ご使用の前に…必ずお読みください。

ケースやノマネルを外さないでください。

火災，感電やけがを防ぐために，以下の注意事項をお守りください。

直射日光の当たる場所や，熱器具の近くに置か

ないでください。

花瓶など，水の入った容器を置かないでくださ

'> 0 

風通しの悪い所に置かないでくださし」

本セットはDC13.8V用です。大型車などの24V DC安定化電源を使用する場合

には直接接続しないでください。 濡れた手で電源フ。ラグに触れないでください。

ほこりや湿気の多い所に置かないでください。

金属類や燃えやすいものを通風穴などから入れ

ないでください。

電源コードを抜き差しするときは，必ず電源プ

ラグを持って行ってください。

煙が出たり変な臭いがするときは，すぐに電源

プラグをコンセントから抜いて販売店またはサ

ービスセンターへご連絡ください。

クリーニングのご注意

①お手入れの際は，電源プラグをコンセントか

ら抜いてください。

②シンナーやベンジンなどで拭かないでください。

③汚れのひどいときは，水で薄めた中性洗剤を

ご使用ください。

…vo 3 



2nf一

定格および付属昂
定格

TM-231 TM-2310 TM-231S TM-431 I TM-4310 TM-431S TM-531 
周波数範囲 MHz  144～146 430～440 ・1
電 波 型 式 F3(FM) 

アンテナインピーダンス 50.n 

使 用 温 度 範 囲 20°C～＋60℃ 
般

電 源 DC13.8V ± 15%(11.7～15.SV) 

接 地 方 式 マイナス接地

f士 消費電流
送信（最大） 3.5A以下 SA以下 llA以下 3.5A以下｜ SA以下 lOA以下 6A以下

受信（無信号時） 0.6A以下

周 波 数 安 定 度 ±lOppm以下 士3ppm以下

様 寸法（幅×高さ×奥行）（突起物を含む） 勺：140(141）×40(42）×110(12l)mm 勺：140(141）×40(42）×160(17l)mm

重 量 0.8kg 1.0kg 0.8kg 1.0kg 1.1kg 

HI lOW 25W 50W lOW 25W 35W lOW 
送 送信出力 MID 約lW 約lOW 約lOW 約lW 約lOW 約lOW

LOW 約0.5W fJ2W 約5W 約0.5W 約2W f15W lW 
万，，r-ζ 調 方 式 リアクタンス変調

信 不 要 輯 事す 5皇 度 -60dB以下 -50dB以下

最 大 周 波 数 偏 移 ±5kHz 

部
変調ひずみ（ 6 0 %変調時） 3%以下

マイクロホンインピーダンス 600.n 

;gz. ζ 信 方 式 ダプルスーパーヘテロダイン

受 中 間 周 波 数 第lIF:10.695MHz，第2IF:455kHz 第lIF:30.825MHz，第2IF:455kHz I ・4
受信感度（ 12dB SINAD) 0.16μV以下

信 選 択 度 6dB:12kHz以上 -60dB 24kHz以下（ただしTM-541は36kHz以下）

ス ケ ／レ チ 感 度 O.lμV以下
部
低周波出力（ 5 %ひずみ時） 2W以上（8.n負荷）

低周波出力インピーダンス s.n 

4 
事1:1260～1300 ・2:TM-231/ 431 ・3:TM-231D/S、TM-431D/S、TM-531 ・4：第lIF:59.7MHz，第2IF:455kHz 
ご注意：1.JAIA（アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。2.定格は技術開発に伴い変更することがあります。



2-2 付属昂
7 イクロフォン ・・・・・・・・・・・・・・・・・一............................................1 

DC電源コード（ヒューズ20A×2) ・・…...・ a・……………...・ H ・－－…・1

車載アングル・・………………………一……………………………・1

スタックプレート（TM231/231D/231Sを除く）・ H ・H ・.....・ H ・－－－ ・2 

平ワッシャー・・・・・・ @ ................................. ・・・・・・・・・・ ...... 4 

タッピンねじ…ー・＠－……・…………… ………………………4 

六角セムスねじ…⑧B …・…………ー・…………………・……4

六角スパナ………乞二二二コ………………… H ・H ・－…...・ H ・1

予備ヒューズ・・……・－………・・………………－・……………...・ H ・1

TM-231 ; 4A 

TM  231D ; lOA 

TM-231S 15A 

TM-431 5A 

TM-431D/S; lOA 

TM-531 8A 

保証書一……・・....・ H ・....・ H ・......・ H ・－…… H ・H ・－…...・ H ・....・ H ・－・・…1

取扱説明書・・…－……・・…ー・…・….....・ H ・....・ H ・－….....・ H ・－……－…1

ご注意：

ダンボール箱などは移動の際やアフターサービスのご依頼時など

のために保管しておいてください。

3.設置および接続
3-1.設置
3-1-1.車載アングルの取り付け

ご注意．

1.取り付け位置は，安全性，操作性を考慮して決めてくださ

L、。
2.振動ではずれないように，しっかりと取り付けて〈ださい。

1.付属の平ワッシャー及ぴ

タッピンねじ（各 4個）

で，車載アングルを車体

に取り付けてください。

トランシーパに，付属の

六角セムスねじ4本をゆ

2 

るく止めます。

3.車載アングルの切り込み

Aにネジを合わせ，切り

込みに沿って奥へ進めま

す。（図A)

4. 車載アングルの切り込み

BにねじBを合わせます。

5. 車載アングルとトランシ

ーパの取り付け角度は切

り込みBの位置によって

3段階選べます。操作しや

すい位置を選んでくださ

い。（図B)

F副fln
E雪

図A

3段階の角度が選べますロ

図B
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6. 付属の六角スパナを使っ

て六角セムスねじを固く

締め， トランシーパを車

載アングルに固定しま

す。

3-2.接続
3-2-1.アンテナについて

トランシーパーの性能は使用するアンテナにより，大きく左右

されます。本機の性能を十分発揮するためには，正しく調整され

た良いアンテナを使用してください。

本機のアンテナインピーダンスは，各バンド共50!1に設計されて

おります。アンテナとの接続には， 8D2V, RG-8/Uなど50!1系の

同軸ケーブルをご使用ください。

アンテナとトランシーパーの聞が長くなる場合は，低損失の同

軸ケーブル（8D2Vなど）をご使用ください。また，同軸ケーブ

ルとアンテナのインピーダンスマッチングをとり，アンテナ給電

部でSWR=l.5以下で使ってください。 SWRか1蚤端に悪い場合，
本機の保護回路が動作し，送信出力が低下したり， TV!,BC！の原

因にもなります。

ご注意：

火災，感電，人体への傷害，または機器への損傷に対する保護

のために避雷器をご使用ください。

6 

3-2-2.草載

DC電源コードは，バッテリーの端子に直接接続してください。

シガレットライタープラグは，電源の供給が不安定で、↑生能が保

持できないことがありますので，おすすめできません。

付属の川 LJ÷~ 

一一DCコードY ＇＂＇：；；：一一

アンテナへ

DC電源コード接続上のご注意：

1 .ショー卜事故防止のため，バッテリーの＠端子にあらかじめ

接続されている線をいったんはずしてください。

2.取り付け，配線完了後バッテリーの＠端子を接続してくださ

L、。
3 .ヒューズホルダーは，耐熱性の防水テープなどで巻き，水滴

から保護してください。



バッテリーの配線は＠プラス， Gマイナスの極性に，主意して配線してくださいロ

エンジンJレ ムe一一目一一＋客室内
赤色 「百1
' ヒユズ l川‘ ー一一， 

トランシ
ノて』＿，、

クeロメットなどを使って
DC電源コ ドが直接鉄
板の切り口に触れないよ
うにしてく7三さい。

．シャーシ白配線穴が小さい場合は．ヒユース’ホルダーを

介解して通してください。

4孟三百

ヒューズ交換

客室側

E同一一一一
この状態にして通す。

ヒューズが切れた時は各コードがショートなどで損傷していな

いかを確かめてから，指定容量のヒューズと交換してください。

イグニッション・ノイズ対策

車種によって大きなレベルのイグニッションノイズが発生する

場合は，車載用ノイズフィルター： PG3B，抵抗入りスパークプ

ラグなどの使用をご検討ください。

3-2-3.固定局

固定局運用には， 13.8Vの（直流）電源が必要です。次のDC安

定化電源のご使用をおすすめします。

PS 22 (TM-231/431のみ）

PS 32 

ご注意

1 .電源を接続する前に， トランシーパーおよびDC電源の電源ス

イッチをOFFにしてく fゴさい。

2.すべての接続が完了するまで， DC電源のプラグをACコンセン

トに差さないでください。

ご注意．

極性を間違えないよう

に注意してください。

赤→⑤

黒→θ

ACIOOV / tD ¥ 
コンセント E二二二コ
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4. i集｛乍
4-1 機能と名初1
4-1 -1.前面パネル

同開つまみ

各種の周波数，メモリ

ーチャンネルの設定お

よびスキャンの方向を

変えるために使います。

8 

VOLつまみ

音量を調節します。

SQLつまみ

時計方向に回して，無

信号時の“ザー”とい

う音を消すスケルチ動

作に使います。

LOWキー

送信出力をHI/MID/

LθW，またはHI/LOW

に切り換えます。

DIMキー

Fキーを押して，F表

示が点灯している聞

に押すと，ディスプ

レイおよびつまみ類

のイルミネーション

の明るさが切り換わ

ります。

POWERスイッチ

電源のON/OFFを行います。

VFOキー， MRキーを押しながら

電源を入れると，それぞれVFOリ

セット，メモリーリセットになり

ます。

また，電源投入時にマイクロフォ

ンのPFキーに本体のキーをプロ

グラムできます。

(<r＇？イクロフォン 13ページ）

マイクロフォン端子

付属の7 イクロフォンを接続してください。

マイクロフォン端子接続図

（セットの正面より見た園）

MIC 

S丁目Y(PTT) ② 

DWN ③ 

UP ④ 

⑦ GND(MIC) 

⑤検波出力（IOOmV/10

kO）及ぴディジタル

信号入力

アナログ回路接続時

は必ず直流力ッ卜を

して下さい。

⑤ DO av I SOmA max 



VFOキー
押すとVFO動作になります。同調つまみ
で周波数が変えられます。

一
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一
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一
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ン
押
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r－－
a
－旬、，、，‘白旬、白旬、，‘．

Fキーを押して， F表示が点灯している

聞に押すと，メモリーチャンネルやコ

ールチャンネルの内容がVFO動作に
移ります（メモリーシフト）。

r一一一一一一一一一一一一一一一一一、! Fキーを 1秒以上押して， F表示が点滅j
lしている聞に押すと，スキャン再開条！
；件が切り換わります。 ： 
」－－－－・e・e・e・－－－－－－－－－.J
このキーを押しながら電源を入れると，

コールチャンネルおよびメモリーチャ

ンネルの内容を除くすべての設定値は

解除され，初期設定値に戻ります。

(VFOリセット）

MRキー
押すとメモリーチャンネル動作となり，

同調つまみでメモリーされているチャン

ネルが選べます。

一

ン

度

し

一

一

ヤ

一

止

・

一

チ

う

停

一

一

一

も

は

一

リ

。

ン

一

一
モ
す
ヤ

一

メ

ま

キ

一

一

と
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ス

一

一

る

始

’

一

一
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開

と

一

一

統

を

す

一

一

し

ン

押

一

一

押

ヤ

を

一

一

上

キ

一

一

一
以
ス
キ

一
秒
ル
の
す
一

1
ネ
こ
ま
一

「‘
．．
 
‘、‘、．、、目、．司、．、．‘、・！・、．

Fキーを押して同調つまみでメモリー
チャンネルを選ぴ， F表示が点灯して
いる聞に押すと，表示中の周波数がメ

モリーに書き込まれます。

.－＊・e・－－－－－－－－－－－－－－－－，! Fキーを 1秒以上押して， F表示が点滅1
1している聞に押すと．メモリーチャンネi
lル動作て‘選択したメモリーチャンネルiLはロソクアウト（または解除）され抗 j
－・e・e・－－－－－・・・－－－－－－・e・－.J
このキーを押しながら電源を入れると，

メモリーはすべて初期設定値に戻りま

す。（a-メモリーのリセット 18ページ）

MHzキー
VF  O動作の
時押すと， 100 ( 1 
kHz 以下の周 ｜ J句E ｜ 

波数表示が消 し凶F 一一一一一e- J 
えます。この
間は，同調つ
まみまたは7 イクロフォンのUP/DWN
スイッチで，周波数を1MHzステップで
変えられます（MHzモード）。 10秒経っ
か，いずれかのキーまたはPTTスイッチ
を押すと解除されます。

LOCKキ－
Fキーを押してF表示が点灯している
間に押すと，前面パネルのFキーを除
く全てのキーおよび同調つまみは動作
しなくなります。（マイクロフォンのキ

ーは動作します。）再ぴ繰り返すと解除

されます。

9 



CALL 

CALLキー
コールチャンネルを

ON/OFFさせます。

RC 10接続の場合：
コントロールをRC10に移
すため，ニのキーを押しな
がら電源を入れてください。

ξうBELLAL TONESH工FTREVSTEP DRS 

BELL/ALキー
ベル機能をON/OFF
させます。

TONE/SHIFTキー
f甲すたvqこT,CTCSS, 
OFFに切り換わりま
す。 TとCTCSSでは送
信時にあらかじめ設定

されたトーン周波数を

付加します。

REV/STEPキー
シフト中またはスフ。リ

ットメモリー動作中に，

送受信周波数を反転さ

せるキーです。

TM-531 
(!)(/Jド

DRS ALT 

DRS/ ALT (TM 531 
のみ）キー

デジタル・レコーデイ

ング・ユニットDRU1 
をつけた時： DRS機
能をON/OFFさせま

すロ

CDキーファンクションキーの2つめの機能を働かせるには，はじめにFキーを押します。 10秒間暗示がでます。 F表示が出ている聞に下
記のキー操作を行なってください。

；：五五L二一証言L二－・－1 r·－·：－！：；二三－；：·；·；二－；·－－1 ；三一雨量五~－~二二二·－·－1 r-－·~｛；；二一証平二；·－1 r・－；千両；弘二二
；山ン川波数に iiを約5秒ごとにー i 送信周波数をシフトさ iiプを表示させるキーで ii ALT動向ON/OFFi 
書換えます。 ハーし，その周波数が使いせるキーですo I Iす。表示中は同調つま！！を行いますo

i i用中であればビープ音 1i I Iみ等で周波数ステ yプ II 
I iで警報するアラート機 ii i；を変更できますo II 
_ __J i竺竺空竺「竺ーさ：.Jl 

CDキーファンクションキーの3つめの機能を働かせるには，はじめに同ーを 1秒以上押し続けます。 10秒間F表示が点滅します。
F表示が点滅している間に下記のキー操作を行なってください。

r;:；；；土汗~1r丈完工守5二百 γにご員五五高三三寸｛プご；：－；；ON;ow1r五百一一一一一一一一－1
1限の周波数を設定しま： ：限の周波数を設定しま； ；れます。周波数が表示けさせます。 ” － 

j字。 ；；す。 ！！されている聞は，同調！! l ! ! 
し Jし… ！と：とで周円i l 1 し 一一＿_j :!_:__jし 一＿＿_jし一一一一一一一一一j
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ディスプレイパネル
①②  ④⑤⑥  

⑦ 

。
⑫ 

① LOCK LOCK機能がONの時，点灯します。

②－  ＋ 受信周波数に対する送信周波数の十ーを示しま

す。表示なしは，送・受の周波数が同じ（シン

フ。レックス）です。

スプリットチャンネル中は 十が，同時に点灯

します。

③ REV 

④ AL 

リパース動作中であることを示します。

メモリーチャンネル1を5秒ごとにモニターす

るアラート動作中であるとこを示しますロ

⑤ DRS 

⑥ CTCSS 唯昆」をつけた時：トン周i皮数の一致したL一信号のみを受信するト一ンスケノレチ斬
ることを示します。

トーンがONの時点灯します。

⑦ <lrn:IlC> (TM-531のみ） ALT機能がONの時点灯します。

⑧ G ベル機能がONの時点灯します。信号を受信す
ると，点滅になります。⑧

⑬

⑬

⑬

⑬

 

⑨ 送・受信周波数，周波数ステップ， トーン周波

1ss8.888s 数を表示します。

⑩ Lースキャン吋滅し抗
⑪ 匡豆豆ヨ スケルチが聞いている時，点灯します。

⑬圃園田園圃圃 受信時はSメーター，送信時はRFメーターにな

ります。

⑬「F一一ーン1Fキーが押されている状態であることを示しま
I' JIす。 10秒以内につぎの動作を行なってください。
L一一一二」（チャンネルナンバーは，最後に操作した番号が

表示されます。）

⑭「一一一一三「動作中のメモリーチャンネル番号を示しますロ

I ...... I I＊印がついている時はロソクアウトされていま
し竺一一一」す。コールチャンネル中は， C表示が点灯しま

す。

⑮~ーが出一時，一す。

⑩ LOWM工D 送信出力が， LOW（またはMID）であることを

示します。表示なしはHIです。
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4-1-2.背面パネル

②
 

億
L
A
U
 

①アンテナ端子指定のコネクターて＼インピーダンス500のア

ンテナに接続してください。

T乱1231/231D/231S M型コネクタ－

TM  431/ 431D/ 431S M型コネクタ－

TM531 N型コネクター

③ヒューズ

ホルダー

ヒューズは下記のとおりです。

TM-231 : 4A 

TM  231D : lOA 

T恥1231S : 15A 

TM  431 : 5A 

TM-431D/S: lOA 

TM-531 : SA ②電源コネクター 付属のDCコードを介して， 13.SVの直流電源に

接続してください。 DCコードは，赤が＋極，黒

が一極です。 ④外部スピーカ インピーダンスはsnです。
一周端子
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4-1-3.マイクロフォン

字そ
③ 

⑦ 

⑧ 

er②UP/OWN 送受信周波数，メモリーチャンネル，周波数ス
（アップ／ダウ テップ， トーン周波数をアップまたはダウンさ

ン）スイッチ せるスイッチです。押し続けると連続して変化

します。

また，スキャンの方向が選択できます。

③PTT（プッシ押している間，送信状態になります。

ユ・トゥ・ト またスキャン，周波数ステップの選択， トーン

ークスイッ 周波数選択中にこのスイッチを押すと，その動

チ） 作が解除されます。

④CALLキ一 本体前面パネルのCALLキーと同じです（P.10）。

⑤VFOキー

⑥MRキー

本体前面パネルのVFOキーと同じです（P.9）。

本体前面パネルのMRキーと同じです（P.9）。

⑦PF （プログラ 本体前面パネルの下記（A）のキーを押しながら

マブル・ファン POWERスイッチを入れると，このキーは下記

クションキー） の (B）のキーと同じになります。

(A) (B) 

MHz キー MHz キー

F キー モニターキー

BELL キー BELL キー

TONEキー TONE キー

REV キー REV キー

DRS キー DRS キー

LOW キー LOW キー

初期設定はMHzキーです。

モニター：スケルチ動作をON/OFFします。

⑧LOCKスイッ PTTスイッチ以外の7 イクロフォンのすべて

チ のキーは動作しなくなります。

（本体のキーはロソクされません）

13 



4-2 受信

4-2-1 .受信
1.次のようにつまみおよびスイ yチをセットしてくださいロ

POWERスイッチ :OFF 

VOLつまみ ：反時計方向いっぱい

DC電源の電源スイッチ（固定局の時） : OFF 

SQLつまみ ：反時計方向いっl品、

「」~~午竺：：：：J 止~；：：：~ 恒？？』：：：：J
図 1

2. (DC電源の電源スイソチ，つづいて）トランシーパーの

POWERスイソチをONにします。

ディスプレイパネルの表示が図 1のようになっていない場合

は．メモリーをリセソトしてください。

(,erリセット： 18ページ）

3. VOLつまみを回すと，ノイズまたは信号が聞こえてきます。

聞きやすい音量にセットしてください。

4. 同調つまみなどで信号のない周波数を選択します。

5. SQLつまみを回してノイズが消える点（スレッショルドポイ

ント）にセットしてください。

6. 希望の受信周波数にセ y トします。信号が入るとBUSY表示

が点灯し， Sメーターが点灯します。

7.電源を切る時は，トランシーパーのPOWERスイッチ，つづい

てDC電源の電源スイッチをOFFにしてくださし、。

14 

4-2-2.周波数の選択
送・受信周波数は， VFO動作時に選択できます。選択された送・

受信周波数は，メモリーチャンネルとコールチャンネルにメモリ

ーできます。

＜－メモリーの書き換え 19ページ）

．動作の切り換え

VFO動作，メモリーチャンネル動作，コールチャンネル動作は下

図のキーで切り換わります。

VFO動作

MRキー CALLキー

CALLキー

evFo動作
1. VFOキーを押してVFO動作にします。

2. 同調つまみ， MHzキーまたは7 イクロフォンのUP/DWNス

イッチで希望の周波数にします。

．メモリーチャンネル動作

1. MRキーをf甲します。テ4 イスフ。レイノ、rネルにメモリーチャン

ネルが表示されます。

2. 同調つまみまたは7 イクロフォンのUP/DWNスイッチで希

望のメモリーチャンネルにします。



．コールチャンネル動作

1. CALLキーを押します。ディスプレイノマネルにコールチャン

ネル表示“C”とコールチャンネル周波数が表示されます。

2.再ぴCALLキーを押すと，呼ぴ出し前の状態にもどります。

4-2-3.周波数ステップの選択

周波数ステップは， 20kHzに初期設定されています。

下記の手順により変えることが出来ます。

1. VFOキーを押してVFO動作にします。

2. Fキーを押します。ディスプレイパネルにF表示が10秒間点灯

します。この聞にREV/STEPキーを押します。

3. ディスプレイパネルに現在の周波数ステップが表示されます。

4. 同調つまみを回すか， 7 イクロフォンのUP/DWNスイァチ

を押して希望の周波数ステップを選んでください。

周波数ステップは下記のとおりです。

I 5 - 10 - 15 - 2日一 12.5 - 25 - 5 

TM-231/S I O O 0 0 ×× O 

TM-431/SI O O O O O O 0 

TM-531 × 。 × 0 0 0 × 
5. 設定後10秒経っか，または前面パネルのいずれかのキーを押

すと， VFO動作に戻ります。

TM-431/531シリーズの場合， 12.5kHz, 25kHzと，その他のステ

ソプを切り換えた場合の周波数補正は，次表のとおりです。

5, I 0, 15. 20から 12.5,25へ 12, 5, 25から5,I 0, 15, 20へ
0, 5 。 。 。
10, 15 12.5 10 

201•1), 25 
25102' 

25 20 

30, 35 37.5 30 

40, 45 
50 

50, 55 

50 50 

62.5 60 

60, 65 75 70 

70, 75 
75 

87.5 80 

80, 85 

90, 95 

伊I] 439, 9201市川MHzで・運用中， 20kHzステ yプから12.5kHzステ

ップに切り換えます。

周波数は， 439,9325MHzではなく， 439,9251叩 MHzになりま

す。

20kHzステップ 12.5kHzステップ

1n 9.9i'D i二｜ーr"3 9.9" s (:J 
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VFO動作の可変範囲を， MHz単位で任意にプログラムする機能

です。 0 

0 

4-2-4. ブログラマブルVFO

1. VFOキーを押してVFO動

作にします。同調つまみ等

で希望する下限の周波数を

設定します。

例. 432MHz台を希望する

場合432.000-432. 995のい

づれでもよい。

2. Fキーを 1秒以上押し続け

ます。ディスプレイパネル

にF表示が点滅します。

3. この間(10秒，）に， CALLキ

ーを押します。 F表示は消

え，下限の周波数が設定さ

hましfこ。

4. MHzモード等で希望する

上限の周波数を設定します。

(-MHzモード 9ページ）

16 

吋 3~.560 ［二J

る l秒以上押す

切Jl.560l「＼］

点；威

叫む

。
円 S.

「

l
J一一

一
一
一
一
r
l
』

（仔1J.435MHz台を希望する

場合は435.000-435. 995の

いづれでもよい）

5. Fキーを I秒以上押し続け

ます。

ディスプレイパネルにF表

示が点滅します。

6. この間（10秒）に， BELL/

ALキーを押します。

F表示はi肖え，上限の周波
数が設定されました。

7. 同調つまみを回して， VFO

動作で変えられる周波数範

囲が，設定したとおりにな

っていることを石笹かめてく

fごきし、。

（例は， 20J王Hzステyフ。のtl言

合）

8. フ。ログラ 7 ブルVFOを解

除するには，電源を切り，

VFOキーを押しながら電

源を入れます。

(-VFOリセット 9ペー

ジ）

。
(MHzモード解除）

る 1秒以上押す

t415.5 6 D ［「；J
Sl.ll'F" -1-3－巳ーヲ－•→，，＿

点滅

εコ

じ：：；；；；J

。日



4-2-5. ALT(Auto Lock Tuning）機能（TM-531のみ）

受信周波数と相手局の送信周波数にずれが生じると．歪みや雑音

が感じられます。このような場合にALT機能を動作させると，自

動的に受信周波数を補正します。

色
1. Fキーを押します。デイス

プレイにF表示が点灯しま 11 l, 5.D DD t~ ==fJ 
す。

2. F表示が点灯している間

(10秒）にDRS/ALTキーを

押します。ディスプレイパ

ネルにALT表示が点灯し，

ALT機能が動作している

ことを示します。

矢印は，受信周波数を基準

にした相手局の送信周波数

のずれの方向を示します。

Gコ

お S.DDD 1
l
」

一
一
一
一
－一－一
r
l
L
 ~町TTT'T'TTT"riτ官τ1

…
昨
｜
…

働
｜

L
q
官

送

送

3.再ぴFキーを押して，DRS/ALTキーを押すと，ALT柚能は解

除され， ALT表示も消えます。

ご注意：

受信周波数を補正しでも，周波数表示は変わりません。

4-3 送信

ご注意．

1.送信する前に，低SWR(l.5以下）のアンテナが接続されてい

ることを確かめてください。

2. 送信する前に必ずその周波数を受信し，他局が交信していな

いことを確かめてください。

3.ハイパワーで長時間送信すると，機器の温度が上昇し，故障

の原因となることもありますので，ご注意ください。

ご注意（TM-531のみ）

移動する局として免許をうけたアマチュア局が常置場所以外

で電波を発射する場合，空中線電力は lW以下に制限されて

います。 LOWキーを押して，送信出力をLOWに切り換えて

くfごさい。

1.希望の周波数を設定します。

2. 7 イクロフォンのPTTスイッチを押します。ディスプレイパ

ネルに~表示がつき， RFメーターが点灯します。

3.マイクロフォンに向かつてお話しください。マイクロフォン

と口もとの間隔は5咽位が適当です。

声が大きすぎたり，マイクロフォンに近づきすぎると．送信

信号が大きくひずみます。遠すぎると弱くて聞き取りにくく

なります。

4. PTTスイッチをはなすと，受信状態に戻ります。

~表示がi肖え，メーターはSメーターに変わります。
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4-4 メモリー

4-4-1.メモリーの保持

メモリーの保持は，内蔵のリチウム電池で行なっています。従っ

て電源スイッチを切ってもメモリーは保持されます。前にメモリ

ーした周波数が消えて初期設定値になるようでしたら， リチウム

電池の寿命｛約5年）です。ご購入店または当社サービスセンタ

ーで電池を交換してくださL、（有料）。

4-4-2.メモリーの初期設定値（工場出荷時）

TM-231 TM-431 TM-531 

VFO周波数

メモリーチャンネル

の周波数 145.000MHz 433.000MHz 1295. 000MHz 

コールチャンネル

周波数

VFO周波数ステップ 20kHz 20kHz 20kHz 

メモリーチャンネル

番号
ICH ICH ICH 

トーン周波数 88.SHz 88.SHz 88.SHz 

．メモリーのリセット

1.電源スイッチをOFFにする。

2. MRキーを押しながら電源スイッチをONにする。メモリーは

全て初期設定値になります。

18 

4-4-3. メモリーチャンネル

メモリーできるチャンネル数は， 20チャンネルです。下記のチャ

ンネルには，通常のメモリーチャンネルとしての機能以外に次の

ような機能があります。

メモリーチャンネル1 アラートチャンネルとしてモニター

されます。

メモリーチャンネル15 プログラムスキャンの下限の周波数

になります。

メモリーチャンネル16 プログラムスキャンの上限の周波数

になります。

メモリーチャンネル17～20

スフ’リットメモリーチャンネルにな

ります。

4-4-4. メモリーの内容
各メモリーチャンネルにメモリーできる内容は下記のとおりです。

通常のメモ スプリツ卜 コールチャ

リーチャン チャンネル ンネル

ネル

送受信周波数

トーン周波数

トーンのON/OFF 。 。 。
CTCSSσ）ON/OFF 

周波数ステップ

シフトの状態 。 。× 
リパースのON/OFF

(0メモリー可，×メモリー不可）



4-4-5. メモリーの書換え

・通常のメモリーチャンネル

1. VFOキーを押してVFO動

作にし，同調つまみ等で希

望の周波数を選ぴます。

必要に応じて他のデータも

設定します。

（例. 439.9207イナス

シフト， トーン

ON) 

2. Fキーを押します。ディス

プレイパネルにF表示が点

灯します。

メモリーチャンネル番号は，

最後に操作したメモリーチ

ャンネル番号です。

( 1列. SCH) 

3. F表示が点灯している間

(10秒）に，同調つまみまた

はマイクロフォンのUP/

DWNスイッチで希望のメ

モリーチャンネルを選ぴま

す。

（仔IJ.5CH) 

同

0
0り虫92Dr一一一一 1

貝
U

[F--j] 
句3虫92D
町一一一一』

。
句19.9lD［土雪J

4. メモリーチャンネル選定後

10秒以内にMRキーを押し

ます。 F表示とメモリーチ

ャンネル番号はi肖え，書き

込み前の動作に戻って，メ

モリーチャンネルの書換え

は完了します。

．スプリ 1ソ卜・メモリーチャンネル

受信周波数の設定

1. VFOキーを押してVFO動

作にします。

2. 同調つまみ等で希望の受信

周波数を選ぴます。必要に

応じて他のデータも設定し

ます。

（例. 145. 600MHz 

トーン ON) 

3. Fキーを押します。ディス

プレイパネルにF表示が点

灯します。

。
リ虫92D

「一一一一寸

。

。
ー
l
」

一
一
一
一
一

一
一
r
l
L
 

1句5.5DD

ff> 

1ぜ5.5DDiF 5; 
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4, F表示が点灯している間

(10秒）に，同調つまみまた

は7 イクロフォンのUP/

DWNスイソチでメモリー

チャンネル17-20の Iつを

i茎ぴます。
（伊1]. ZOCH) 

5. メモリーチャンネル選定後

10秒以内にMRキーを押し

ます。

F表示とメモリーチャンネ

ル番号は消え，受信周波数

の設定は完了します。

送信周波数の設定

6. 受信周波数設定後10秒以内

（＊）に，同調つまみ等で送

信周波数を設定します。

（仔・1]. 145. 700MHz) 

（牢）このまま10秒以上経つ

た場合，またはメモリ

ーチャンネル動作を解

除した場合は，送信周

波数は受信周波数と同

じになります。

7. MRキーを押します。スプ

リットチャンネルの設定は

完了します。

20 

。
T 

l可5.60 0 i:?1!! 

。

。
, "5.10 D L一一一一」

。

スプリットチャンネルの確認

8. 石室認のため， MRキーを押

してスフ。リットチャンネル

を呼び出します。

受信周波数とー＋表示が点

灯します。

9. REVキーを押して．送信周

波数を確認します。

．コールチャンネル

1. 同調つまみ等で希望の周波

数を選びます。

必要に応じて他のデータも

設定します。

（例， 439.9207イナスシフ

卜， トーンON)

2. Fキーを押します。ディス

プレイパネルにF表示が点

灯します。メモリーチャン

ネル番号は，最後に操作し

たメモリーチャンネル番号

です。（例． SCH) 

。
1ザ5.6DO i；至。］

…c
 I 201 

- RE V ・

I吋5.100
SLOCー－3-!5ーヲ－・『，，』

'I 3虫920
一一－3-5ーフ→→，－

T 

「一一一一 1

L一一一一」

付虫92 D iぞ：：，！



3. F表示が点灯している間

(10秒）にCALLキーを押し

ます。

F表示はi肖え，新らしく設
定したコールチャンネルに

なります。

Gコ

リ虫9lD ー
l
」

一
一
一
一
一
一

T

一
一
「

l
L

4-4-6. メモリーの呼び出し
4 2 2. 周波数の選択・メモリーチャンネル動作を参照してくださ

L、。

4-4-7.メモリーシフト

ディスプレイパネルに表示中のメモリーチャンネル，またはコー

ルチャンネルの内容を， VFO動作に移す機能です。

1. メモリーチャンネル動作ま

たはコールチャンネル動作

の状態からFキーを押しま

す。

ディスプレイパネルにF表

示が点灯します。

（例.5CHの439.920MHzマ

イナスシフトをVFOに移

す。）

り虫9lD［二亘j

εぅ

句39.9lD［と亙j

2. F表示が点灯している間

(10秒）にVFOキーを押し

ます。

F表示はi肖え．メモリーチ

ャンネルまたはコールチャ

ンネルの内容がVFO動作

に移ります。

。
句39.9lD＿［二二j

4-4-8.アラート
メモリーチャンネル 1を約5秒ごとにモニターし，その周波数が

受信中 (BUSYON）であればビープ音で警報します。

1. モニターしたい周波数をメ

モリーチャンネル 1にいれ

ます。

(.rメモリーの書換え 19 

ページ）

2. SQLつまみをスレッショ

ルド・ポイントにあわせま

す。

川 5.600

so 

21 



3. Fキーを押します。ディス

プレイパネルにF表示が点

灯します。

F表示が点灯している間

(IO秒）にBELL/ALキーを

押します。

ディスプレイノマネルにAL

表示が点灯します。

4. VFO動作に戻し，任意の周

波数で運用中もメモリーチ

ャンネル 1のモニターを行

います。

εぅ

t句S.6DD[F -,-J 

町一一一一一一・－
εコ

i吋S.66LD 、1
1

J

一
一
一
一
－
一
一
一
「

l
L

SLOCーー一一一E』

ご注意：

メモリーチャンネル 1のCTCSSON/OFFに関わりなく， BUSY

ONでビープ音の警報を出します。

5.再ぴ3を繰り返すと，アラートは解除されます。

ご注意：

メモリーチャンネル 1を受信中の約0.2秒間は受信中の音声は中

断されます。

22 



4-5 スキャン

スキャンは， VFO周波数またはメモリーチャンネルを自動的に変

えながら受信する時に使用します。スキャンをONにする時は，ベ

ル機能をOFFにしてください。

4-5-1.スキャンの種類

ノ〈ンドスキャン ：バンドの全域をスキャンします。

(VFO動作で機能します。）

プログラムスキャン：メモリーチャンネル15と16に書き込まれた

周波数の聞をメモリーされた時の周波数ス

テップでスキャンします。（VFO動作で機

能します。）

メモリースキャン ：有効なメモリーチャンネルをスキャンしま

す。（メモリーチャンネル動作で機能しま

す。）

4-5-2. スキャン再開条件

タイムオベレートスキャン（TO)

信号を受信するとスキャンは一時停止しま

す。信号の有るなしに関わらず，約5秒後

にスキャンを再開します。

初期設定はTOです。

キャリアオベレートスキャン（CO)

信号を受信するとスキャンは停止します。

信号がなくなると，約2秒後にスキャンを

再開します。

スキャンの再開条件の変更

1. Fキーを 1秒以上押し続けます。 F表示が点滅をはじめます。

2. F表示が点滅している問（10秒間）にVFOキーを押します。

3. 1. 2の動作を繰り返すたぴに，タイムオベレートスキャン

とキャリアオベレートスキャンが切り換わります。

4-5-3.バンドスキャン

1. SQLつまみをスレッショ

ルド・ポイントに合わせま

す。

S10• 
2. VFOキーを 1秒以上押し

続けます。

VFO 

9. 1秒以上押す
3. MHzの・表示が点滅しスキ

ャンを開始します。

寸
［
」
一
一
一
一
一
一

T

一
一
「
｜
Lり虫9lD

点滅

4. スキャンはUP方向にスタートします。同調つまみまたは7 イ

クロフォンのUP/DWNキーで方向を変えることができますc

スキャンステ yプはスキャン開始時の周波数ステップと同じ

です。

5. 信号が入ると一定期間その局を受信します。その後は選択さ

れたスキャン再開条件に従います。

6.スキャンは.'7イクロフォンのPTTスイッチまたはいずれか

のキーを押すと終了します。

23 



4-5-4. プログラムスキャン

1. SQLつまみをスレッショルド・ポイントに合わせます。

2. スキャンさせたい周波数の

低い方の値をメモリーチャ

ンネル15に入れます。

（例. 439. 640MHz) 

3. スキャンさせたい周波数の

高い方のf直をメモリーチャ

ンネル16に入れます。

(WiJ. 439. 920MHz) 

句39.6可g［二極j
一一一

切19.9lD［店1
一一一一一』

ご注意：

プログラムスキャンのためにメモリーチャンネル15と16を使用す

る場合は，両チャンネルの周波数ステソプは同ーの状態でメモリ

ーしてくださし、

チャンネル15と16の周波数ステップが異なっている場合，または

メモリーチャンネル15の周波数が16より高い場合および同じ場合

は，バンドスキャンになります。

4. VFO周i皮数をメモリーチ
ャンネル15と16聞の値にし

ます。

24 

吋39.1DD

5. VFOキーを 1秒以上押し

続けます。 MHzの・表示が

点滅し，スキャンを開始し

ます。

。
1秒以上押す

w虫1DD
1

l

J

 

－
一
一一一

「

l
L

点，；，＆する

6. スキャンはUP方向にスタートします。同調つまみまたは7 イ

クロフォンのUP/DWNスイッチで方向を変えることができ

ます。

信号が入ると一定期間その局を受信します。その後は選択さ

れたスキャン再開条件に従います。

7. スキャンは，マイクロフォンのPTTスイソチまたはいずれか

のキーを押すと終了します。

4 5-5. メモリーチャンネルスキャン

1. SQLつまみをスレソショルド・ポイントに合わせます。

2. MRキーを l秒以上押しま

す。 MHzの・表示が点滅

し，スキャンを開始します。

。
l秒以上押す

3. メモリーさtLているチャン

ネルを， O～20へ順次スキ

ャンします。
り虫9c D i::l~! 

点，成する



ご注意：

メモリーされているチャンネルが1つの時はスキャンしません。

メモリーロ Iソクアウトされているチャンネルは飛ばします。

5. 信号が入ると一定期間その局を受信します。その後は選択さ

れたスキャン再開条件に従います。

6.スキャンは， 7 イクロフォンのPTTスイ 1ソチまたはいずれか

のキーを押すと終了します。

4-5-6. メモリーチャンネルのロックアウト
任意のメモリーチャンネルを．メモリーチャンネル・スキャンの

対象から一時的に外す機能です。

1. MRキーを押して，メモリ

ーチャンネル動作にします。

2. 同調つまみまたは7 イクロ

フォンのUP/DWNスイッ

チでロックアウトさせたい

メモリーチャンネルを選択

します。

（例. 15CH) 

。

付 9.6吋D [::i~! 

3. Fキーを 1秒以上押し続け εぅ
ます。ティスフ。レイノfネル 1秒以上押す

にF表示が点滅します。こ
丁

の問（10秒）にMRキーを押
句39.6吋B「戸，s-;します。

..同F－ー句ーー－3-!5－『7-'i』ー-OVE

点i威する

4. ディスプレイパネルに＊＂ MR 

ークが表示され，そのチャ
。

ンネルはロソクアウトされ

ましfこ。 ｜円虫6吋g[;:i~ ] 
..同F－ー句ーー－3・ー・5・ーーヲ－9-・・0＂開園園

5. 2～ 5を繰り返すことで，最大全てのチャンネルをロソクア

ウトできます。

6. ロソクアウ卜されたチャンネルの解除は， 1 -3を繰り返し

てください。
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4-6 レピーター

UHF帯では，遠く離れた局どうしの交信ができるように，ピルの

屋上や山の上などの見通しの良い場所にレピーター（自動中継局）

が設置されています。

一般的にレピーターは，受信と送信の周波数が430MHz帯は 5

MHz, 1200MHz帯は20MHz離れています。また，信号に88.5Hz

のトーンが付加されている場合に動作します。

、、／ 刷（送信） 434. 92MHz _, （受信） 439.92MHz 
＼ （受信） 439. 92MHz ，＂；ン民、（送信） 434.92MHz 

J曹司＼ ノJ九宮i＼~
回目。 l 、 ，γ l"Jf-l I 、

普ft＇質管口事
Aさん 日さん Aさん 日さん

4-6-1. レピーターの運用

本機はオートレピーターオフセット機能を採用しており，下記周

波数表示になると自動的に7 イナスシフト， トーンONの状態に

なります。

TM-431の場合： 439MHz台の時一5MHzシフト

TM-531の場合： 1290-ZMHz台の時一20MHzシフト

受信周波数をレピーターの周波数（例， 439.920MHz）に設定して

送信すると，－5MHz（例， 434.920MHz）になり，同時に内部の

88.5Hz （初期設定）のトーンがONになります。

T 

句1t./.9lD 
「一一一一寸

Lーーーーーーーー」

田・園田・圃圃．． 
S&,RF -1・・・3・・・5-7－ー・9--0VE同ーー
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1. VFOキーを押してVFO動作にし．希望するレピーターの周

波数を選択します。

2. シフト， トーンON（周i皮数88.5Hz）を石室認します。

(.rシフト 27ページ， トーン周波数 28ページ）

ご注意：

送信する前に必ずその周波数を受信し，他局が交信していな

いことをお確かめください。

3. 7 イクロフォンのPTTスイソチを押します。ディスプレイパ

ネルにONAIR表示がつき， RFメーターが点灯します。

4. マイクロフォンに向かつてお話しください。マイクロフォン

と口もとの間隔は5c四位が適当です。

ご注意：

声が大きすぎたり， 7 イクロフォンに近づきすぎると，送信

信号が大きくひずみます。また，遠すぎると弱くて聞き取り

にくくなります。

5. PTTスイッチをはなすと，受信状態に戻ります。 ONAIR表

示とRFメーターも消えます。

4-6-2. リ，tース

レピーターを使用した交信中に相手局と直接交信できるかどうか

をチェックするために，送・受信周波数を反転させる機能です。

シフト中，またはスプリットチャンネル使用中， REVキーを押す

と，送・受信の周波数がいれかわり， REV表示が点灯します。も

う一度REVキーを押すと， リパースは解除されます。



439. 920MHz，ーシフトの例

REV PTTスイッチ PTTスイッチ
キー OFF ON 

OFF トョ9.9i'Of二） ［吋句＇.9rD:: J 
¥ 圃圃圃圃・圃・・・圃巴と!.CJ)

ON ~ ~ （吋証言i'D :~_ j 吋1'1.9i'D ~-- 
¥ －・圃園田園圃圃・巴旦J) 

バンドエソジを越える場合は， リパースにはなりません（次表参

照）。

4-6-3. シフト

受信周波数に対して送信周波数を，十または一方向にシフトさせ

る機能です。各ノ〈ンドごとのシフト幅は下記のとうりです。

144MHz帯土600kHz(TM-231/231D/231S) 

430MHz帯± 5 MHz (TM 431/ 431D/ 431S) 

1200MHz帯 ±20MHz(TM-531) 

Fキーを押してTONE/SHIFTキーを押すと，その度に十． ，シ

ンプレソクスに切り換わります。

ご注意：

バンドエッジを越えるシフトが設定された場合は，送信できませ

ん。

例. 439MHz帯

送信 I 受信周波数

周波数 I 430 I 431 I 432 I 433 I 434 I 43s 1 436 1 431 1 438 1 439 
+ 5 MHz ｜叩 I436 I 431 I 438 I 439 I シフ卜．リバースともに無効
-5 MHz I シフ卜，リバースともに無効 I 430 I 431 I 432 I 433 I 434 

4-6-4. トーンスケルチ（CTCSS)

トーンスケルチとは．自局と相手局のトーン周波数が一致した時

だけ受信させる機能です。

CTCSSユニットTSU-6（別売）を取り付けたときのみ有効です。

TSU-6をつけていない場合は， CTCSS表示は点灯しますが．

CTCSS動作は行し、ません。

1. あらかじめ相手局のトーン周波数と同じトーン周波数を選択

しておいてください。

（『トーン周波数（＝CTCSS周波数）の選択次頁）

2 . TONE/SHIFTキーを押すたびに，下記のA→B→Cに切り換

わります。

A. トーン， CTCSSともに

重力作しない。

B. トーン周波数を送信す

る（T表示が点灯）。

C. 設定したトーン周波数

と一致した信号を受信

した時のみスケルチが

開く（CTCSS表示が

点灯）。

εコ
「表示なし→ T→ー「
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CTCSS表示が点灯するまでTONE/SHIFTキーを繰り返し

＋甲してく丈fさい。

（トーンスケルチが機能している時は， SQLつまみを反時計

方向に回しきっても，ノイズは出なくなります。）

3. トーンスケルチ動作を解除する場合は， TONE/SHIFTキー

をもう一度押してください。

ご注意

※TONEをONにすると，送信中は常にトーン周波数が付加され

ます。

TSU 6を取り付けていない場合でも，トーン信号を送信するこ

とは出来ますので，相手局のトーンスケルチを開くことは出来

ます。

28 

4-6-5. トーン周波数（＝CTCSS周波数）の選択

1. Fキーを 1秒以上押します。デ

ィスプレイパネルにF表示が点

滅します。この間00秒間）に

TONE/SHIFTキーを押します。

2. ディスフ。レイノfネルにトーン周

波数が表示されます。

3. 同調つまみまたは7 イクロフォ

ンのUP/DWNスイソチで， ト

ーン周波数は 1ステソプづっ変

わります。

内蔵のトーン周波数は右表の38

i皮です。
（初期設定： 88.5Hz)

4.選択後10秒経っか，いずれかの

キーを押すと， トーン周波数の

設定は完了し元の動作に戻りま

す。

ご注意．

トーン周波数 (Hz)

67 0 (97 .4) 136.5 192.8 

71 .9 100.0 141 .3 203.5 

74.4 103.5 146.2 210. 7 

77 .0 107 .2 151 .4 218.1 

79. 7 110. 9 156. 7 225. 7 

82.5 114.8 162.2 233.6 

85.4 118.8 167 .9 241.8 

88.5 123.0 173.8 250.3 

91.5 127 .3 179.9 

94.8 131 8 186.2 

(TSU-6には97.4Hzは

含まれていません。）

1. CTCSSは， トーンスケルチ・ユニットTSU-6（別売）をつけ

た時のみ動作します。

2. レピーター使用時は，レピーターの性質上CTCSSが使えませ

んので， CTCSSをOFFにしてお使いください。

3. レピーターによる交信，またはトーンスケルチ（CTCSS）以

外は， TONEキーはOFFにしてくださし、。



4－アベル機能（留守番着信表示）

特定局からの着信や，留守中の着信を，アラ

ーム音やべル表示で‘知らせる機能です。ベル

機能が動作している聞は，音声信号は入りま

せん。

1. SQLつまみを右に回して，“ザー”という

音を消します。

2. BELL/ALキーを押します。ベル表示が

点灯します。

~ 
7 イクロフォンのPFキーがモニタースイソチに設定されて

いる場合は，ベル機能が動作している間も， PFキーを押すと

音声を聞くことが出来ます。

＜－モニター 13ページ）

3.信号が入りスケルチが聞くと，約5秒間アラーム音（プルプ

ル）が鳴り，ベル表示が点滅を開始します。

ご注意

トーンスケルチがONの時は， トーン信号が1秒以上一致し

た時だけベル機能が動作します。

4.ベル機能を解除する場合は， PTTスイソチまたはBELL/AL

キーをもう一度押してください。

ごi主意：

ベル機能は，受信した電波の質（音声の低域歪や，イグニソショ

ンノイズの混入等）て＼誤動作する場合があります。 トーン周波

数を141.3Hz以下に設定することにより，これらの影響を受けに

くくすることが出来ます。

29 



4-8 DRSCDIGITAしRECORDING
SYSTEM) 

デジタル・レコーディング・ユニソト DRU-1（別売）をつけるこ

とで，送・受信信号の音声を録音／再生できます。

留守番モードを選択すれば，留守中の録音も出来ます。

DRSキーを押すたひ’に次の3ツのモードに変わります。

I.DRSモード ：マニュアルでの録音／再生，

音質・フレーズ等の設定。

DRS表示が点灯します。

2.留守番モード：自動録音。

DRS表示とBELL表示が点灯します。

3.DRSの解除

録音の前に，音質レベル，最大フレーズ数，録音をいれるフレー

ズ番号の選択を行います。初期設定は以下の通りです。

音質レベル

最大フレーズ数

レベル 1

8 

録音をいれるフレーズ 1 

（初期設定値のままでよい場合は， 48 3.録音からお読みくださ

い。）

4-8-1 .音質の選択

1. DRSキーを押します。デイ

スプレイパネルが右記のよ

うになります（DRSモー

ド）。

REVキーを押します。押す

たびに音質レベル表示が

間む

DRS 

aa 8 I I i 

30 

1→ 2→ 3→ 1に変わりま

す。

レベル 1が標準の音声です。

レベル 2' 3は，録音時間

がそれぞれ2倍， 3倍に延

ぴますが音質が粗くなりま

す。

Gコ
DRS 

DD 82 I [: 

音質レベJレ表示

4-8-2.最大フレーズ数の選択

1. (4 8-1のDRSモードの時）

BELLキーを押すたびに最

大フレーズ表示が8→ 4→

2→ Iに変わります。

DD 吋i
DRS 

4 「－－＇.
f L一一一一J

最大フレーズ数表示

．最大フレーズ数と録音（再生）時間の関係

最大フレーズ数と録音（再生）時間の聞には次のような関係が有

りますロ

例えば，最大フレーズ数の 8を選ぶと， 1フレーズの録音時間は

4秒です。フレーズは， 1,2,・・・8まで有るので． 8種の録

音が出来ます。

長い録音をしたい場合は，最大フレーズ数1を選択してください。

録音時聞は32秒になります。この場合フレーズは， 1つだけなの

で，別の録音をする時は，現在録音されている信号は消去されま

す。



最大フレーズ数 録音時間（音質レベル lの場合） （秒）

8 I 4 l 4 l 4 l 4 l 4 l 4 l 4 I 4 I 

4 I 8 l 8 l 8 l 8 I 

2 16 16 

32 

．録音時間の延長

音質レベルを 2' 3に変えることで録音時間を下表のように延長

できます。

最大フレーズ数 録音時間（音質レベル 2の場合） （秒）

8 I 8 I 8 I 8 l 8 I 8 I 8 I 8 l 8 I 

4 16 16 16 16 

2 32 32 

64 

最大フレーズ数 録音時間（音質レベル 3の場合） （秒）

8 j 12j 12¥ 12¥ 12) 12) 12) 1イ12 

4 24 24 24 24 

2 48 48 

96 

4-8-3.録音

・受信音の録音

1.録音したい周波数を設定し

ます。 VFO動作，メモリー

チャンネル動作，コールチ

ャンネル動作のいずれて忌も

録音出来ます。

-. 19.9lD 
T 

「一一一－，

SLOF一一一一
2. DRSキーを押します。デイ

スプレイパネルが右記の

DRSモードになります。同

調つまみを回して，録音を

入れるフレーズ番号を選択

します。

間む

DOS 

DD 8 I I [: 
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3. VFOキーを押します。受信

信号の録音が始まり，録音

時間｛秒単位）が変化しま

す。

4.録音時聞がOになったら録

音は止まります。続けて録

音したい場合は，同調つま

みで別のフレーズを設定し，

VFOキーを押して下さい。

録音中にいずれかのキーを

押した場合ι録音は終了
します。

...イクロフォンからの録音

1. DRSキーを押します。デイ

スプレイパネルが右記の

DRSモードになります。同

調つまみを回して，録音を

入れるフレーズ番号を選択

します。

32 

。
DRS 

8 I I [ 

録音時間表示

。
DRS 

DD 

vFO 。現在のフレーズ番号

聞の

DRS 

aa 8 ll ［二二J

2. MRキーを押します。マイ

クロフォンの音声の録音が

始まり，録音時間（秒単位）

が変化します。

（送信する場合はPTTスイ

ッチを押しながらMRキー

を押します。）

3.録音時間がOになったら録

音は止まります。続けて録

音したい場合は，同調つま

みで別のフレーズを設定し

て下さい。

録音中にいずれかのキーを

押した場合L 録音は終了
します。

4-8-4.再生

1. (4-8-1のDRSモードにし）

同調つまみを回して再生さ

せるフレーズを選択します。

（送信する時はPTTスイッ

チを拘1しなカまら） CALLキ

ーを押します。

再生が始まり，再生時間（秒

単位）が変化します。

2.再生し終わった時，または

し、ずれかのキーを押した時，

再生は終了します。

MO 

(PTTスイ yチ＋｝。
DRS 

D I s ,a ［：二j
町一－7_,,._

DRS 

DD 8 /l ［二二J

CALL 

(PTTスイッチ＋） 在コ

DRS 

Sic ［二二］

再生時間表示



4 8-5.留守番モード

1. 録音したい周波数を設定し

ます。 VFO動作，メモリー

チャンネル動作．コールチ

ャンネル動作のいずれでも

録音出来ます。

2. SQLつまみをスレッショル

ド・ポイントに合わせます。

DRSキーをf甲してDRSモ

ードにし，音質等を設定し

ます。同調つまみを回して，

録音を入れるフレーズ番号

を選択します。

3. もう 1度DRSキーを押し

ます。 DRSモードは終了し

テーィスフ。レイノfネルに

DRS表示とBELL表示がと

もに点灯し，留守番モード

になります。

'" 5.600 し二J
S .. Rt= -1一一一

Gコ
DRS 

DD 8 I I i 
s.ocー’一一一

間む

~ 

'" 5.6 0 ii仁三J
町一一一VE-

4. 信号が入りスケルチが聞く等ベル表示点滅の条件が満たされ

ると受信信号の録音が始まります。（BELL掛能の警報音は鳴

りません。）

5.録音時聞がOになったらそのフレーズでの録音は終了します。

トランシーパーは自動的に次のフレーズになり，次にスケル

チが開くのを待ちます。

（フレーズはエンドレスに自動送りされます。）
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5.ブロックタイ戸グラム
TM-231 /231 D/231 S 

r:圃士：－：ァ－，「一寸「一寸
｜ 一一－一一 一一 I I :::,;: .. I I .~::.-;,, I 
L＿一一」し－－J
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TM-431 /431 D/431 S 

件也一一「 re~寸 F一寸
！田 11：：：ニ， II ，：：：ふ｜
L一一一ー...JL __ ...J L 
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TM-531 

「一一一一吋「－，「－，
I Iぉ：＂I I .:::;;,, I 

」一一一」 L_...JL 

」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
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6.保守
6-1 戸フターサービス
1.保証書一一イ呆証書は必ず所定事項（ご購入店名，ご購入日）

の記入および記載内容をお確かめの上．大切に保存してくだ

さし、

2.保証期間一一お買い上げの日より 1年間です。

正常な使用状態でこの期間内に万一故障が生じた場合，お手

6-2 故障とお考えになる前！こ
次のような症状は．故障ではありませんのでよくお調べくださL、

症 状 原 国

電源スイッチをいれでもディ a. 電源コードの接続が逆になっている。

スプレイに何も表示しない。 b. ヒューズが切れている。

受信できない。 a. スケルチが閉じている。

VOLつまみを回しでも，スピ

ーカーから音が出なし、。

b. I名古ヨJ ｜をとりつけている場合。

数ですが製品に保証書を添えて，お買い上げの販売店または

当社サービスセンター，営業所にご相談くださ L、。保証書の

規定に従って修理いたします。

3. 保証期間経過後の修理については．お買い上げの販売店また

は当社サービスセンター，営業所にご相談くださL、修理に

よって機能が維持できる場合，お客様のご要望により有料で

修理いたします。

4. アフターサービスについてご不明な点は，お買い上げの販売

店または当社サービスセンター．営業所にご遠慮なくご相談

く丈ゴさい。

処 置

a.付属のDCコードは赤が＠極，黒がθ極です。
b. ヒューズが切れた原因に関する修理をした後，

指定のヒューズと交換してください。

付属のDCコード： 20A×2

a. SQつまみを再調整してください。

b . TONE/SHIFTキーをf申して， CTCSSをOFFに
してください，

トーンスケルチが動作している（CTCSS表示が

ついている）。

37 



症 状 原 因 処 置

送信できない。 a. 7 イクロフォン端子の差し込み不完全。 a. 7 イクロフォンを石笹実に差し込んでください。

b. アンテナの接続不良。 b. アンテナを確実に接続してください。

電源スイソチをいれた時．前に a. パソクアソプ用リチウム電池の寿命です。 a. ご購入店または当社サービスセンターで電4也を

メモリーした周波数が消えて初 交換してください（有料）。

期設定値になる。

弱し、信号が受信できない。 a. アンテナが正しく接続されていない。 a. アンテナについて（P.6参照）

ティスプレイの表示が暗い。 a. 電源電圧が低下している。 a. 電源電圧はDC13.8V士15% (11. 7～15.SV）で

す。

b. デイ 7 ーがONになっている。 b. Fキー続いてLOW/DIMキーを押してください。

向調つまみを回してもキーを押 a. キーロソクがONになっている。 a. Fキー続いてLOCKキーを押してください。

しでも表示が変化しない。

REV ON中にREVキーをJ甲し a. シフトカぎONになっているため， REV OFFする a. Fキー続いてTONE/SHIFTキーを押して，シ

てもREVOFFにならない。 と戻る周波数がノ〈ンド外になる。 フ卜をOFFにした後REVキーを押す。

レピーターをアクセスできない。 a. トーン周波数等レピーターによる交信の条件が a. レピーターによる交信P.26参照。

満たされていない。

同調つまみを回しでも．或ると a. プログラ 7 フソレVFOが動作している。 a. VFOキーを押しながらPOWERスイソチをON

ころ以上（または以下）しか周 (c..－プログラ 7 ブルVFO 16ページ） にし，プログラ7 ブルVFOを解除します。（＜，

波数が変わらない。 VFOリセソト 9ページ）

RC-20接続時： a. トランシーパーの外部コントロール系がRC10 a. RC-20対応に切り換えるために，いったんトラ

RC-20のPOWERスイソチを押 対応モードになっている。 ンシーパーの電源を切って， MRキーを押しな

しでも，テrイスフ。レイ・ノfネル がら電源をONにしてください。

に周波数表示しかしない。 ご注意：すでに設定されているメモリーチャンネ

ルはすべてクリア されます。

RC-10接続時： a. トランシーパーの外部コントロ ル系がRC20 a. RC IO対応に切り換えるために，いったん卜ラ

RC 10のPOWERスイソチを押 対応モードになっている。 ンシーパーの電源を切って， CALLキーを押し

しでも，ティスフ。レイ・ノfネル ながら電源をONにしてくださ＇＇ o

の表示がおかしし、
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プ．戸クセサリ一〈別売〉
アー？ ？クセサリー

固定局用安定化電源

PS-22 
(TM-231 / 431のみ）

スピー力一（固定局用）

SP-430 

マイクロホン

MC-60/58 

単一指向性 ~· ダイナミック型

固定局用安定化電源

PS-32 

多機能ノ、ンド
マイクロホン

MC-44 

q舎
マイクロホン

MC-80 
無指向性
エレク卜レット

．． 

0・

スピー力一（車載用） スピー力一（車載用）

SP-41 SP-508 

DTMF1寸 マイクロホン（車載用）
多機能ハンド MC-55 
マイクロホン

MC-44DM 
単一指向性
エレク卜レット型

、h
マイクロホン

MC-85 
単指向性ット ~ ・
エレク卜レ
コンテ’ンサ
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CTCSSユニット

TSU-6 
電話型リモ 卜コントローラ－

RC-10 

クンイ一アコレ
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RC-20 
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RC-20接続例

リモートコントローラ－

RC-20 
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ア－2 オプションの取り付け

ご注意：

ケースの取り外し，取り付けの前には，必ず電源スイッチ（固定

局の場合はDC電源のスイッチを含む）をOFFにし，電源コードを

抜いてください。

7-2-1 • CTCSSユニット（TSU-6)

1.上側ケースのねじ 2本を外 爪を後方へ引き抜いてから上へはずすo

します。 ／、，＿ 図 l

2. ケースを外します。（図1）。

3. TUS-6に付属のクッショ

ン（小）をユニットの裏側

（コネクターのついていな

し、側）に貼付けます。

本体のコネクターをユニッ

トに接続します。

4. ユニットをシールドケース

の上に貼付けます。

5. コードをはさまないように

注意しながら上側ケースを

取り付けます。

6. 上面のネジを締めます。

7-2-2. デジタル・レコー

ディング・ユニット DRU-1

1. TSU-6の取り付け（図 1) 

を参考にケースを開けます。

2. 3つのコネクターを本体に

差し込みます（図 3）。

両面テープの剥離紙をはが

します。

3. コードをはさまないように

注意しながら，ユニットを

本体に貼り，付属ねじ (1

本）で止めます（図 4）。

4. ケースをかふ、せ，ねじを止

めます0

・TSU6とDRU1を同時に組
み込む場合

DRU lに付属のクッショ

ンでTSU-6をDRU-1に貼

付けます（図 5）。

（すでにTSU6を本体に取

り付けてある場合は，一＿§＿

外してDRU1に付け直し

てください。）

絶縁の為， TSU-6のハンダ

面にも，残りのクッション

を貼ってください。

図 4

TSU-6の車痩ヰオはこの聞を
通してください。

7 2 3.電話型リモート・コントローラRC-1日

．コントロールをRC-10に切り換えるには， RC10を接続後，無線

機のCALLキーを押しながらPOWERスイッチをONにしてく

fごさしミ。

eRC-10のFキー，続いてVFOキーを押すと， CALLチャンネルの

ON/OFFを行います。

・その他の機能については， RC-10の取扱説明書をご覧下さい。
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8.参考
・申請書の書き方

本機によりアマチュア無線局を申請する場合は、市販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上申請して
ください。 QE:Pの箇所には、下記の表より該当する事項を記入してください。また、本機はJARL登録機種ですか
ら、保証願に登録番号もしくは機種名を記載することにより、送信機系統図を省略することができます。
無線局事項書及び工事設計書 保証願

• l事.，， ..返信． 陣2迅輔檀 使用するトフンン パ（送信装置）
..町帽，，， •n 咽E ・＇ .哩 a・U 岨aaie u: 駐日噌且匝主宜
＇’h事，＂＇喝・耳

⑦！農民する7ース ⑧付同袋R ⑨
⑩ （のりづtt)

よ草川機寄り ⑥出満州＇・＇名寄（山 I)
9の司1名寄りt2) (ii']) 

植射.，院主 F3 
電時間守正 " 

起人剛 FB 599DX 向作フ スタ 有
この枠内に、所定の払込用紙を使用して

郵便局または銀行で手数料3,000円を払込
＂＇喧 ft.<111!!刷

第i;)Hj機 ⑧ 有 み．そのとき発行される「郵便筆書払込

置周回方式 第2活信機 有
畳付証明書jをはって〈ださい。

台
主情出力 ~ 第3過信機 有 世

調血 圧⑤ ／ 
且置空中国同盟宜 ~ 圃匝E圃宜II A/ 
.崎町・酎 電量証事Z車に且＂晶量件仁脅量 Lτぃ晶 睡付園高 II/ 

（撞 I)
第4遺伝機 有 関

悟
技術基準適合証明番号かJAR L童録槽

第5迅（，＼縄 有 な 植の萱揖番号を記入し どちらでもない掲
く

告は揖種名か自作と記入します。
第6illf,i機 省 千 ，.；ト。、

TM-231 TM-231D TM-231S TM-431 TM-431D TM-431S TM-531 

① 144M 144九f 144M 430M 430M 430M 1200M 

② 10 25 50 10 25 35 10 

③ 144MHz帯 144MHz帯 144MHz帯 430MHz帯 430MHz帯 430MHz帯 1200MHz帯

④ M57715×I 恥157737×1 S-AV17×I M57752×I M57729×l 恥157788M×l M67711×l 

⑤ 13.SV 13.SV 13.SV 13.SV 13.SV 13.SV 13.SV 

⑥ 使用する空中刻！の叩J式を記入してください。

⑦ 10 25 50 10 25 35 10 

⑧ TJ2:JまfこはTM231 A005LまfこはTM231D Tl24またはTM231S Tl25まfこl土TM4:ll A004Lまfこl土TM4:JID Tl26まfこはTM-431S Tl27まfこl土TM5:ll 
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・送信機系統図

TM-231 /231 D/231 S 

TM-431/431 D/431 S 

TM-531 

＇＂剛一l(S,99山

（，主）
TM 431 M57752 
TM 4310 M57729 
TM 431S M57788M 
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・運用にあたってのご注意

電波を発射する前に
日本アマチュア無線機器工業会（JAIA)

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周波数があり運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発射するとアマチュ

ア局が電波法令を満足していても、不測の電波障害が発生することがあり、移動運用の際は十分ご注意ください。特に次の場所での運用は

原則として行わず必要な場合は管理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内、空港敷地内、新幹線車輔内、業務用無線局及び中継局周辺等。

参考無線局運用規則 第9章アマチュア局の運用（発射の制限等）

第258条 アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあると

きは、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。 以下略

アフターサービスのお問い合わせは、
購入店または最寄りの当社サービスセンター
営業所をご利用ください。

商品に関するその他のお問い合わせは、
お害様相談室をご利用ください。

KEN~OOD 
朱式会社ケンウッド
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